
Ⅰ協働型行政の推進 
～将来に希望を持てるまちの実現に向けた新たな公共を築きます～ 

Ⅱ行政運営の改革 
～新たな公共における適正な行政サービスを提供します～ 

Ⅲ持続可能な財政構造の実現 
～新たな時代に対応できる財政体質に改善します～ 
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基本方針 

１．新たな公共に向けた 

         「協働型行政の推進」 
２．「選択と集中」による 

         行政運営の推進 
 ３．安定した財政基盤の確立 
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第４次行財政改革大綱 
～市民と共に進める新たな自治の創造～ 

   「わがまちの魅力アップに向けて」 


